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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第３四半期連結
累計期間

第34期
第３四半期連結
会計期間

第33期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 3,017,051885,5315,696,218

経常利益（△は損失）（千円） △485,691△258,577 368,474

四半期（当期）純利益（△は損失）（千円） △768,351△543,338 461,874

純資産額（千円） － 2,257,0653,138,061

総資産額（千円） － 4,300,3455,419,437

１株当たり純資産額（円） － 105.80 150.07

１株当たり四半期（当期）純利益（△は損失）金額（円） △37.29 △26.37 22.41

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 50.7 57.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△644,738 － 808,599

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△347,561 － △212,284

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
211,799 － 138,756

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,119,4671,899,967

従業員数（人） － 171 184

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第33期連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

４．第34期第３四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は

存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当社グループは、当社グループの経営戦略の策定やグループ管理を主業務としてグループ中核となる当社をはじめ

として、株式会社ソフィアシステムズ・ソフィア総合研究所株式会社・株式会社ソフィアモバイルにより構成され、

組込み機器開発向けツールなどの電子機器の開発・製造・販売やインターネット関連のサービスの提供を主業務と

した高度な先進サービスを展開する企業群となります。

　当社グループの事業内容と当社及び当社の関係会社の各事業に係る位置づけは次のとおりであります。

　なお、次の３部門は「第５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項」に掲げる事業の種類別セグメント情報

の区分と同一であります。

(1）デザインオートメーション事業

　連結子会社である株式会社ソフィアシステムズでは、組込みシステムと言われるマイクロコンピュータ応用機器

を開発する企業のエンジニアをユーザーとするインサーキットエミュレータや評価ボードの開発・製造・販売を

主に行っております。

(2）情報システム事業

  連結子会社である株式会社ソフィアモバイルでは、新型電子ＰＯＰ端末の製品化に成功し、前期末に販売を開始

いたしました。

(3）インターネット関連事業

  連結子会社であるソフィア総合研究所株式会社では、インターネット関連のシステム開発、データセンターの運

用保守及びコンサルティングなどを行っております。

　〔事業系統図〕

　　以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。
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３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 171 (11)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー及び嘱託の数）は、当四半期連結会計期間の平均人員

を(　)外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 9 (1)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数(パートタイマー及び嘱託の数)は、当四半期会計期間の平均人員を　(　)

外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

デザインオートメーション事業 146,319

情報システム事業 －

インターネット関連事業 －

合計 146,319

　（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

(2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

デザインオートメーション事業 56,737

情報システム事業 7,085

インターネット関連事業 57,808

合計 121,631

　（注）１．金額は仕入価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

(3）受注状況

　当社グループは見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

デザインオートメーション事業 251,954

情報システム事業 22,589

インターネット関連事業 610,988

合計 885,531

 （注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

 ㈱デジタルメディアマート 325,043 36.7

 ㈱デンソー 93,770 10.6

３．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

①デザインオートメーション事業

　子会社である株式会社ソフィアシステムズでは、携帯電話開発メーカーなどの重点目標分野・顧客を設定して拡販

活動を行い、半導体メーカーや組込み機器用オペレーティングシステムのメーカーなどと緊密な協業体制を取り新製

品の拡販及びソリューションサービスの提供を推進し、売上高は257百万円になりました。

②情報システム事業

　子会社である株式会社ソフィアモバイルの次世代型電子ＰＯＰ端末（nanica7）販売を展開し、売上高は22百万円と

なりました。

③インターネット関連事業

　子会社のソフィア総合研究所株式会社では、インターネット関連事業・ＥＣサイト構築関連事業を行っており、売上

高は615百万円となりました。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間の業績としましては、売上高が885百万円となりました。損益面におきまし

ては、営業損失237百万円、経常損失258百万円、四半期純損失543百万円となりました。 

　

(2）キャッシュ・フローの状況

  当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は第２四半期連結会計期間末

に比べ 43百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末には1,119百万円となりました。

 

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において営業活動の結果使用した資金は315百万円となりました。これは、税金等調整

前当期純損失389百万円によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は0百万円となりました。これは、投資有価証券

の売却による収入64百万円及び投資有価証券の取得による支出64百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において財務活動の結果増加した資金は272百万円となりました。これは、長期借入金

300百万円によるものであります。 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　当社グループは、業務の簡素化、効率化及び透明性を図るなど業務の改革に尽力し、全体的なコスト低減を推し　

　進めてまいります。また、市場環境の変化に適応できるよう企業体質の改善及び強化をしてまいります。さらに、

　社会良識をもって責任ある行動をし、社員教育や人材育成に努めてまいります。

　 

(4）研究開発活動　

  当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、44百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　

 

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析　

　当社グループの資金状況は、主に当社が金融機関から調達することを基本とし、各子会社においては短期調達などで

金融機関との関係を保っております。現在、金融機関との関係は良好であります。

 

(6）経営者の問題認識と今後の方針について　

　　当社の経営陣は、財政状況を認識し、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき経営資源の最適活用に努め

　ております。将来にわたって継続的な成長を遂げていく為、収益力の強化、財務体質の改善を図り、通期で安定

　した収益構造の構築に努めていきます。また、企業統治の為の内部統制機能の確立、強化及びコンプライアンス

　の徹底を通じ、経営の安全性および透明性を高めていくように努めていく方針であります。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。

 

EDINET提出書類

株式会社ソフィアホールディングス(E01978)

四半期報告書

 7/28



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式     20,693,000    20,693,000ジャスダック証券取引所 単元株式数1,000株

計     20,693,000    20,693,000 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成21年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行されたものは含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成16年６月28日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
(平成20年12月31日)

新株予約権の数(個) 381

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 単元株式数1,000株

新株予約権の目的となる株式の数(株) 381,000

新株予約権の行使時の払込金額(円) 262

新株予約権の行使期間
自　平成18年７月１日

至　平成26年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額(円)

発行価格　 262

資本組入額 131

新株予約権の行使の条件

・新株予約権者は、本件新株予約権の行使時において、当社

子会社の取締役又は従業員でなければならない。ただし、

任期満了に伴う退任及び定年による退職の場合はこの限

りでない。

・新株予約権者が死亡した場合、新株予約権者の相続人によ

る本新株予約権の相続は認めないものとする。

・新株予約権の質入その他一切の処分は認めないものとす

る。

・その他の条件については、株主総会及び取締役会決議に基

づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権

付与（割当）契約」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要するも

のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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平成17年３月２日臨時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権の数（個） 363

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式　単元株式数1,000株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 363,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 244

新株予約権の行使期間
自　平成19年３月３日

至　平成27年３月２日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　244

資本組入額　122

新株予約権の行使の条件

・新株予約権者は、本件新株予約権の行使時において、当社

子会社の取締役又は従業員でなければならない。ただし、

任期満了に伴う退任及び定年による退職の場合はこの限

りでない。

・新株予約権者が死亡した場合、新株予約権者の相続人によ

る本新株予約権の相続は認めないものとする。

・新株予約権の質入その他一切の処分は認めないものとす

る。

・その他の条件については、株主総会及び取締役会決議に基

づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権

付与（割当）契約」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要するも

のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成19年２月22日臨時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権の数（個） 792

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式　単元株式数1,000株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 792,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 213

新株予約権の行使期間
自　平成21年２月23日

至　平成29年２月22日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　213

資本組入額　107

新株予約権の行使の条件

・新株予約権者は、権利行使時において、当社又は当社の関

係会社の取締役もしくは従業員の地位にあることを要す。

ただし、取締役が任期満了により退任した場合、又は従業

員が定年により退職した場合にはこの限りではない。ま

た、当社取締役会が正当な理由があると認めた場合はこの

限りでない。

・新株予約権の相続はこれを認めない。

・その他権利行使の条件は、本総会決議及び取締役会決議に

基づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約

権割当契約書」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会の

決議による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

　組織再編に際して定める契約書または計画書等に以下定

める株式会社の新株予約権を交付する旨を定めた場合に

は、当該組織再編の比率に応じて、以下に定める株式会社

の新株予約権を交付するものとする。

①合併（当社が消滅する場合に限る）

　合併後存続する株式会社又は合併により設立する株式会

社

②吸収分割

　吸収分割をする株式会社がその事業に関して有する権利

義務の全部又は一部を承継する株式会社

③新設分割

　新設分割により設立する株式会社

④株式交換

　株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得する

株式会社

⑤株式移転

　株式移転により設立する株式会社

 

（３）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 20,693,000 － 2,108,000 － 250,397

　

（５）【大株主の状況】

 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　87,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,561,000 20,561 同上

単元未満株式 普通株式　 　45,000 － －

発行済株式総数 20,693,000 － －

総株主の議決権 － 20,561 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権の数３個）含まれてお

ります。

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ソフィアホール

ディングス

東京都中野区本町一

丁目32番２号
87,000 － 87,000 0.42

計 － 87,000 － 87,000 0.42

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 175 178 176 170 169 163     154     120     109

最低（円） 140 152 158 149 142 147     105     90     66

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年８月10日

内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、アーク監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,115,390 1,839,134

受取手形及び売掛金 1,204,760 1,727,772

有価証券 4,076 60,833

商品 86,663 99,048

製品 61,774 93,975

原材料 60,355 25,014

仕掛品 154,638 53,042

貯蔵品 4,528 6,916

その他 195,623 178,432

貸倒引当金 △65,094 △28,216

流動資産合計 2,822,716 4,055,953

固定資産

有形固定資産 ※
 817,458

※
 761,763

無形固定資産 72,496 24,026

投資その他の資産

投資有価証券 470,502 412,968

その他 168,605 192,235

貸倒引当金 △51,435 △27,510

投資その他の資産合計 587,673 577,693

固定資産合計 1,477,628 1,363,484

資産合計 4,300,345 5,419,437
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 498,003 1,070,658

短期借入金 237,500 100,000

1年内償還予定の社債 208,000 196,000

未払法人税等 2,463 71,901

引当金 29,000 56,000

その他 350,117 206,122

流動負債合計 1,325,084 1,700,682

固定負債

社債 270,000 400,000

長期借入金 200,000 －

退職給付引当金 184,948 178,093

引当金 － 2,600

その他 63,246 －

固定負債合計 718,195 580,693

負債合計 2,043,279 2,281,376

純資産の部

株主資本

資本金 2,108,000 2,108,000

資本剰余金 250,397 804,706

利益剰余金 △106,578 210,500

自己株式 △19,577 △19,277

株主資本合計 2,232,242 3,103,928

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △52,132 △11,341

評価・換算差額等合計 △52,132 △11,341

新株予約権 76,956 45,474

純資産合計 2,257,065 3,138,061

負債純資産合計 4,300,345 5,419,437
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 3,017,051

売上原価 2,196,263

売上総利益 820,788

販売費及び一般管理費 ※
 1,237,533

営業損失（△） △416,744

営業外収益

受取利息 1,702

受取配当金 2,967

その他 6,896

営業外収益合計 11,567

営業外費用

支払利息 9,993

持分法による投資損失 66,485

その他 4,035

営業外費用合計 80,513

経常損失（△） △485,691

特別利益

投資有価証券売却益 1,691

保険解約返戻金 3,472

持分変動利益 7,616

貸倒引当金戻入額 6,043

特別利益合計 18,825

特別損失

投資有価証券評価損 136,087

特別損失合計 136,087

税金等調整前四半期純損失（△） △602,953

法人税、住民税及び事業税 6,252

法人税等調整額 159,145

法人税等合計 165,397

四半期純損失（△） △768,351
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 885,531

売上原価 690,605

売上総利益 194,925

販売費及び一般管理費 ※
 432,727

営業損失（△） △237,801

営業外収益

受取利息 103

受取配当金 1,047

その他 880

営業外収益合計 2,032

営業外費用

支払利息 4,069

持分法による投資損失 16,258

その他 2,479

営業外費用合計 22,808

経常損失（△） △258,577

特別利益

貸倒引当金戻入額 643

特別利益合計 643

特別損失

投資有価証券評価損 131,839

特別損失合計 131,839

税金等調整前四半期純損失（△） △389,773

法人税、住民税及び事業税 476

法人税等調整額 153,088

法人税等合計 153,565

四半期純損失（△） △543,338
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △602,953

減価償却費 40,479

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,855

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,600

貸倒引当金の増減額（△は減少） 60,802

その他の引当金の増減額（△は減少） △27,000

受取利息及び受取配当金 △4,670

支払利息 9,993

投資有価証券評価損益（△は益） 136,087

投資有価証券売却損益（△は益） △1,691

新株予約権の増減額（△は減少） 31,482

持分法による投資損益（△は益） 66,485

持分変動損益（△は益） △7,616

売上債権の増減額（△は増加） 491,087

たな卸資産の増減額（△は増加） △89,962

未収消費税等の増減額（△は増加） 12,399

その他の資産の増減額（△は増加） △45,037

仕入債務の増減額（△は減少） △573,914

未払金の増減額（△は減少） 41,453

預り金の増減額（△は減少） 31,502

未払消費税等の増減額（△は減少） △45,912

その他の負債の増減額（△は減少） △7,776

小計 △480,509

利息及び配当金の受取額 4,670

利息の支払額 △10,899

法人税等の支払額 △157,999

営業活動によるキャッシュ・フロー △644,738

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △354,968

投資有価証券の売却による収入 110,314

有形固定資産の取得による支出 △7,903

無形固定資産の取得による支出 △49,220

貸付金の回収による収入 1,601

関係会社出資金の払込による支出 △47,385

投資活動によるキャッシュ・フロー △347,561
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 137,500

リース債務の返済による支出 △6,271

長期借入れによる収入 300,000

社債の償還による支出 △118,000

自己株式の取得による支出 △299

配当金の支払額 △101,129

財務活動によるキャッシュ・フロー 211,799

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △780,500

現金及び現金同等物の期首残高 1,899,967

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,119,467
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

（1）たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、移動平均法による原価法に

よっておりましたが、第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、移動平均法

による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方

法）により算定しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　 （2）リース取引に関する会計基準の適用　

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準

第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及

び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が

平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準

等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。

　また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法に

ついては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　これにより損益に与える影響は軽微であります。

　なお、リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・

リース取引について引き続き通常の賃借取引に係る方法に準じた会計処理を適用して

おります。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法　 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出方法に関しては、実地棚卸を省略し、前

連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっ

ております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価の切下げを行う方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算

定方法

　固定資産の定率法に基づく減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定しております。

３．法人税等の算定方法 　法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要な

ものに限定する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※有形固定資産の減価償却累計額

（減損損失累計額を含む）

1,170,632千円 ※有形固定資産の減価償却累計額

（減損損失累計額を含む）

1,167,343千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額　

給与・賞与 383,177千円

賞与引当金繰入額 11,120千円

退職給付費用 5,911千円

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

給与・賞与 110,245千円

賞与引当金繰入額 11,120千円

退職給付費用 1,818千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,115,390

有価証券 4,076

現金及び現金同等物 1,119,467
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式  20,693千株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式      87千株 

 

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　 親会社　76,956千円 

 

４．配当に関する事項

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年７月14日

取締役会
普通株式 103 5 平成20年７月31日平成20年９月19日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 

デザイン
オートメー
ション事業
（千円）

情報システ
ム事業
（千円）

インター
ネット関連
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 251,95422,589610,988885,531 － 885,531

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
5,591 － 4,555 10,147△10,147 －

計 257,54522,589615,543895,678△10,147885,531

営業利益又は損失（△） △132,273△65,608 2,973△194,908△42,893△237,801

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 

デザイン
オートメー
ション事業
（千円）

情報システ
ム事業
（千円）

インター
ネット関連
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 830,020307,4571,879,5743,017,051 － 3,017,051

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
33,931 － 13,960 47,891△47,891 －

計 863,951307,4571,893,5343,064,943△47,8913,017,051

営業利益又は損失（△） △327,351△47,278 5,493△369,137△47,607△416,744

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

(1）デザインオートメーション事業　　　インサーキットエミュレータ、評価ボード

(2）情報システム事業　　　　　　　　　電子POP端末　

(3）インターネット関連事業　　　　　　インターネット関連のシステム開発、コンサルティング及びデータセ

ンター事業

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。　

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。　
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（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　　　販売費及び一般管理費　　　10,494千円

 

２．当第３四半期連結会計期間において、ストック・オプションの付与及び条件変更はありません。　

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 105.80円 １株当たり純資産額 150.07円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 △37.29円 １株当たり四半期純損失金額 △26.37円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 △37.29 △26.37

四半期純損失（千円） △768,351 △543,338

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △768,351 △543,338

期中平均株式数（千株） 20,606 20,605

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

１．重要な訴訟事件等

 

当社連結子会社の株式会社ソフィアモバイル(以下、ソフィアモバイル)は、平成20年12月9日に、春日電機株式会社(以

下、春日電機)に対して、下記２件の訴訟を提起致しました。

なお、役職に関しましては、訴えを提起した日現在によるものであります。 

 

(１)売買代金請求事件

①訴訟を提起した者(原告)

名称：株式会社ソフィアモバイル

所在地：東京都中野区本町一丁目32番2号　ハーモニータワー13階

代表者：代表取締役　柴山孝輔

②訴訟を提起されたもの(被告)１

名称：春日電機株式会社

所在地：東京都三鷹市下連雀六丁目1番33号

代表者：代表取締役　篠原　猛

③訴訟を提起されたもの(被告)２

氏名：篠原　猛(春日電機　代表取締役社長)

④訴訟の請求金額

　　金　１億5,750万円

⑤訴訟の内容

ソフィアモバイルは春日電機に対して、無線クレジット決済端末3,000台を販売いたしましたが、春日電機は代金支払

期日後も支払を行っておりませんでした。従って、ソフィアモバイルは、春日電機と連帯保証人である篠原猛に対して

売買代金請求の訴訟を起こしたものであります。

⑥今後の見通し

ソフィアモバイルと致しましては、公判において正当性を主張する所存であります。

 

 

(２) 損害賠償等請求事件

①訴訟を提起した者(原告)

名称：株式会社ソフィアモバイル

所在地：東京都中野区本町一丁目32番2号　ハーモニータワー13階

代表者：代表取締役　柴山孝輔

②訴訟を提起されたもの(被告)１

名称：春日電機株式会社

所在地：東京都三鷹市下連雀六丁目1番33号

代表者：代表取締役　篠原　猛

③訴訟を提起されたもの(被告)２

氏名：佐藤　将(春日電機　常務取締役)

④訴訟の請求金額

　　金　1,200万円

⑤訴訟の内容

春日電機は、平成20年12月３日付けで「株主総会開催禁止仮処分命令申立事件の決定について」という表題にて、ソ

フィアモバイルがあたかも架空取引にかかわっていたかのような開示を行いました。架空取引を行った事実は全く存

在しないことから、ソフィアモバイルは春日電機に対して、名誉と信用を傷つけられたとして、損害賠償請求の訴訟を

起こしたものであります。

⑥今後の見通し

ソフィアモバイルと致しましては、公判において正当性を主張する所存であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年2月13日

株式会社ソフィアホールディングス

取締役会　御中
 

アーク監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 三浦　昭彦　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 赤荻　　隆　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソフィア

ホールディングスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10

月１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフィアホールディングス及び連結子会社の平成20年12月31日

現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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